
質
問
＝
福
島
原
発
は
大
量

の
汚
染
水
が
海
に
流
出
し
非
常
事
態･

危

機
的
状
況
で
あ

り
、
「
収
束
宣

言
」
を
撤
回
し
、

非
常
時
と
の
認

識
の
も
と
事
故

対
策
に
対
応
す

べ
き
と
思
う
が

区
長
は
ど
う
考

え
る
か
。

●
区
長
答
弁
＝

福
島
に
お
け
る
原
発
事
故
に
つ
き
ま
し
て

は
、
大
変
憂
慮
し
て
お
り
一
日
も
早
い
解

決
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
現
在
で
も
こ
の
現
状
を
収
束
に
至
っ

て
い
な
い
と
い
う
の
が

私
の
認
識
に
変
化
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
と
ら
わ
れ
る

あ
ま
り
、
事
故
対
策
、

被
災
地
支
援
、
被
災
地

復
興
が
二
の
次
に
な
っ

て
島
っ
て
は
本
末
転
倒

で
ご
ざ

い
ま
す
。

今
後
も
、

更
な
る

速
や
か

な
、
か

つ
慎
重
な
対
応
が
望
ま
れ
る
と
考
え
て
い

お
り
ま
す
。

質
問
＝
１
５
７
の
国･

地
域
か
ら
５
７
１

２
の
都
市
（
10
億
人
）
が
加
盟
す
る
平
和

首
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
足
立
区
も
参
加

し
た
。
「
２
０
２
０
年
ま
で
に
核
兵
器
廃

絶
を
目
指
す
」
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ

と
思
う
が
。
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
世
論
を

拡
大
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
ど
う
か
。

●
区
答
弁
＝
平
和
首
長
会
議
で
は
２
０
２

０
年
ま
で
に
核
兵
器
廃
絶
め
ざ
す
取
り
組

み
を
更
に
強
め
て
い
く
こ
と
を
各
都
市
が

確
認
し
合
い
ま
し
た
。
国
内
加
盟
都
市
会

議
で
は
、

内
閣

総

理
大

臣

に
対
し
、
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
の
早
期

実
現
に
向
け
た
具
体
的
交
渉
開
始
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

区
と
し
て
は
、
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
区
内
被
爆
者
団
体
と
の
協
働
に
よ
り
、

毎
年
８
月
に
開
催
し
て
い
る
原
爆
・
平
和
・

戦
争
関
連
の
展
示
会･

集
会
を
通
じ
て
広

島･

長
崎
の
被
爆
の
実
相
や
戦
争
の
悲
惨

さ
を
、
よ
り
多
く
の
区
民
に
伝
え
、
核
兵

器
廃
絶
へ
の
区
内
世
論
を
拡
大
し
て
ま
い

り
ま
す
。

質
問
＝
消
費
税
増
税
に
つ
い
て
、
足
立
区

民
の
大
多
数
が
景
気
の
回
復
を
実
感
で
き

な
い
な
か
、
区
民
の
代
表
と
し
て
、
増
税

中
止
を
求
め
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

●
区
答
弁
＝
消
費
税
に
関
す
る
国
の
動
向

を
注
視
し
て
い
ま
す
が
、
社
会
保
障
を
持

続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
に
必
要
な
財

源
と
認
識
し
て
お
り
、
増
税
中
止
を
求
め

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問
＝
経
営
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
千
住
区

民
事
務
所
、
国
保
、
会
計･

出
納
業
務
な

ど
新
た
な
外
部
化
に
突
き
進
も
う
と
し
て

い
る
。
矢
継
ぎ
早
な
外
部
化
は
や
め
る
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

●
区
答
弁
＝
外
部
化
に
つ
い
て
は
、
検
討

段
階
か
ら
業
務
分
析
を
経
て
、
実
施
に
至

る
ま
で
数
年
程
度
を
必
要
と
す
る
。
区
政

を
取
り
巻
く
環
境
の
厳
し
さ
を
増
す
中
、

不
断
の
行
政
改
革
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

先
行
領
域
に
お
け
る
外
部
化
の
運
営
状
況

を
検
証
し
つ
つ
、
並
行
し
た
新
た
な
業
務

の
外
部
化
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http://www5.famille.ne.jp/~k-itou/index.html

自宅 足立区花畑6-20-1 電話3859-6952

足立区役所 電話3880－5111（内線4650～4654）

日本共産党区議団 直通3880－5770

議会の報告とＤＶＤなどを見ながら地域

のみなさんと楽しく懇談します。

気軽においでください。

大島よしえ都議 伊藤和彦区議

●１０月１３日（日）午後２時～４時

西保木間小学校・１階 多目的室

●１０月１９日（土）午後１時～３時

渕江小学校・１階 会議室

●１０月２０日（日）午後１時～３時

竹の塚小学校・１階 会議室

●１０月２６日（土）午後１時～３時

花畑中学校・１階 会議室

●１０月２７日（日）午後１時～３時

桜花小学校・１階 多目的室

●１１月３日（日）午後１時～３時

渕江第一小学校・１階 PTA会議室

１０月１８日（金）午後２時から４時

場所・楓センター（保木間3-17-13）

医療･介護の専門家も一緒に相談を受け付けます。

問い合わせは 070-6642-2851 伊藤区議まで

第
三
回
定
例
会
で
日
本
共
産
党
の
代
表
質
問
は
原
発･

平

和
、
消
費
税
増
税
問
題
、
「
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」
と
外
部

化
、
公
の
契
約
、
新
年
度
予
算
編
成
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
、

貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
区
民
の
暮
ら
し･

命
守
る
質
問
を
行
い

ま
し
た
。
区
長
な
ど
区
答
弁
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



を
検
討
し
て
い
く
。

質
問
＝
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
紹
介
す

る
職
の
中
に
も
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
が
」

と
の
指
摘
も
あ
る
が
、
足
立
区
内
の

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
実
態
は
ど
う
か
。

●
区
答
弁
＝
足
立
区
内
の
い
わ
ゆ
る

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
実
態
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
足
立
、
足
立
労
働
基
準
監
督

署
と
も
デ
ー
タ
と
し
て
把
握
し
て
い

な
い
と
の
こ
と
。
実
態
把
握
は
一
義

的
に
は
東
京
労
働
局
の
責
任
で
行
わ

れ
る
と
考
え
る
が
、
雇
用･

生
活
総
合

相
談
窓
口
な
ど
区
の
就
労
事
業
の
中

で
疑
わ
れ
る
事
案
が
発
見
さ
れ
た
場

合
は
、
関
係
機
関
へ
の
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
く
。
厚
生
労
働
省
は
、
極

端
に
離
職
率
の
高
い
企
業
に
つ
い
て

は
、
調
査
後
、
悪
質
な
場
合
は
公
表

す
る
と
言
う
方
針
を
示
し
て
お
り
、

９
月
２
日
東
京
労
働
局
長
と
区
長
が

面
談
し
た
際
に
も
、
東
京
労
働
局
と

し
て
も
こ
の
問
題
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

な
お
、
悪
質
な
企
業
と
公
表
さ
れ
た

場
合
、
必
要
に
応
じ
て
指
名
停
止
等

の
処
分
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問
＝
区
は
、
８
月
に
江
北
・
鹿
浜

地
域
の
学
校
統
廃
合
計
画
（
案
）
を

示
し
、
４
年
間
で
８
校
を
４
校
に
す

る
と
し
て
い
る
。
大
規
模
開
発
に
よ

る
人
口
増
を
考
慮
せ
ず
に
計
画
を
策

定
し
た
。

計
画
を
す
す
め
れ
ば
５
４
３
８
人
分

の
避
難
所
が
な
く
な
る
。
区
側
の
意

見
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
声
を

聞
き
反
映
さ
せ
る
立
場
を
と
っ
て
こ

な
か
っ
た
。
地
域
住
民
に
計
画
を
示

し
、
意
見
、
要
望
を
聞
く
べ
き
で
は

で
は
な
い
か
。

●
区
答
弁
＝
江
北
・
鹿
浜
地
域
の
小･

中
学
校
の
学
区
域
内
の
就
学
前
居
住

人
数
は
、
多
く
の
年
代
で
ほ
ぼ
横
ば

い
で
あ
る
。
施
設
更
新
の
観
点
な
ど

踏
ま
え
、
今
回
の
適
正
規
模･

適
正
配
置
実
施
計
画
（
案
）

を
示
し
た
も
の
。
統
合
に
よ

り
、
教
育
環
境
の
さ
ら
な
る

向
上
を
図
り
、
学
校
生
活
を

よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く
。
し

た
が
い
ま
し
て
、
本
計
画
を

見
直
す
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

★
区
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

意
見
、
要
望
を
お
寄
せ
下

さ
い
。

（
伊
藤
和
彦
）
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希望ある未来を
私が参加した会合や対話のなかでよくだされるのは、「日本共

産党は旧ソ連、中国と同じだ」と思っている人が多いことです。

旧ソ連については、スター

リン以来の横暴な覇権主

義（武力や臨機応変のは

かりごとをもって競争者

を抑えて得た権力）で日

本の平和、労働運動など

への干渉、チェコスロバ

キアやアフガニスタンへ

の侵略などに対して、日

本共産党は「こんなやり

方は社会主義と縁もゆか

りもない」と、頑強にた

たかいつづけた自主独立

の党なのです。

スターリン以後の旧ソ

連は「社会主義」を看板

にしながら、人間の自由も他民族の自由も認めない、暴圧のやり

方は絶対許さないと言うのが日本共産党の確固とした立場です。

では中国はどうか。日本共産党は今の中国を「社会主義に到達

した国」とは見ていません。中国では「社会主義をめざす新しい

探究」が行われいますが、そこには「政治上、経済上の未解決の

問題」がたくさんあります。そうした問題について志位和夫委員

長、不破哲三さんらは節度を持って節々で言うべきことを先方に

伝えてきました。歴史的にも明らかになっています。その時のこ

とを詳しく論文やパンフレットで紹介し発表しています。理性的

で冷静な活動をしてきたのは日本共産党です。（つづく）

都営住宅 直接受け付け募集
≪受付日時と場所≫

①10月16日（水）午前9：30～午後4：00まで
都庁第二本庁舎 １階ホール

②10月17日(木)、18日(金)9：30～4：00まで
東京都住宅供給公社 3階大会議室

（渋谷区神宮前5－53－67コスモス青山3階）
③10月19日（土）午前9：30～12：00まで
東京都住宅供給公社 3階大会議室
≪必要なもの≫●１００円分の切手●黒色のボー

ルペン●所得金額の分かるもの ※この募集は「病
死などで発見が遅れた事故住宅」です。分からない
ことがありましたら伊藤070-6642-2851まで

足
立
区
議
会
は
９
月
27
日

本
会
議
で
足
立
区
公
契
約
条

例
を
全
会
派
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

議
案
は
総
務
委
員
会
で
質

疑
が
行
わ
れ
、
６
月
か
ら
７

月
に
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
（
公
的
な
区
民
の

意
見
）
の
意
見
の
結
果
、
区

民
の
条
例
制
定
を
求
め
る
意

見
が
多
く
あ
り
、
公
共
工
事

の
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
の
防
止
、

建
設
労
働
者
の
適
切
な
賃
金

の
支
払
い
、
地
域
経
済
活
性

化
に
役
立
つ
も
の
と
な
る
条

例
で
す
。

条
例
は
す
べ
て
の
公
共
工

事
契
約
に
適
用
さ
れ
、
特
に

労
働
報
酬
審
議
会
に
は
弁
護

士
な
ど
の
学
識
経
験
者
、
事

業
者
、
労
働
者
の
代
表
も
参

加
す
る
も
の
で
す
。

68
万
都
市
の
足
立
区
で
制

定
さ
れ
た
こ
と
は
画
期
的
で

す
。
日
本
共
産
党
は
、
ね
ば

り
強
く
議
会
で
取
り
上
げ
区

民
と
と
も
に
公
契
約
条
例
制

定
に
奮
闘
し
ま
し
た
。


